
も
の
を
、
八
戸
が
川
、
同
で
こ
れ
に
あ
た
~
…
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
当
の
省
刀
一
、
二
倍
に
増
畑
す
る
み
と
お
し
で
、
会
一

八
多
喜
木
津
の
し
尿
処
刑
岨
場
建
設
地
(
点
印
)

り
ま
し
た
ν

一
が
汀
な
わ
れ
、
一
人
一
門
口
当
り
の
生
盛
一
回
共
同
化
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ

雲
母
、
山
内
需
詩
書
で
訟
は
二
、
習
に
も
な
り
ま
す
。
一
ば
当
然
に
法
人
化
の
問
涯
も
お
こ
っ
て
一

3
z
i
-
-品
雪

2
?
i
i
i
i
z
i
j

一
、
二
主
三

J
五九
U

を

印

外

の

壮

一

昨

量

一

く

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

一

機
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た

1機
騒

騒

機

構

機
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誠

機

L
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京
総
務
関
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機
関
鱗
機
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R制
覇

P
E
J
-
-て

授
女
平
に
余
裕
の
で
一
市
の
農
業
構
造
改
善
事
一

}ι幣
〆
離
磯
崎
欝

の
日
か
首
の
自
山
に
よ
っ
て
、

J

一

長

老

成

長

官

の

第

と
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一

一

一

ぺ
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ーコ
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土
麟

蚕

か

ら

さ

で

が

二

二

人

役

か

ら

」

ノ

一

一

業

費

二

億

五

千

万

円

一

;i
意
義
運
襲
撃
舗

一

わ

き

さ

れ

て

い

る

堅

に

替

向

け

る

一

一

f
t
;議
議
議
議
織
騒

人

役

に

ま

で

川

り

、

一

人

一

円

当

り

の

一

一

一

、

九

十

畿

L織
機
議
機
織
議
機
織
議

生
誌
に
お
い
て
は
、
」
¥
八
二
円
か
ら
一
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
乳
牛
一

Eの
古

に

本

市

の

悩

造

改

醤

事

一

議

総

ふ

粍

鱗

鱗

機

鰯

鰐

齢

二六一一
O
円
と
一
一
一
、
八
ハ
に
増
加
し
ま
を
大
巾
に
ネ
し
、
五
十
頭
を
日
慨
に
一
証
幽
が
で
去
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
一

F
h醐
鱒
一
一
パ
一
一
ん
離
日
一
刊
に
了
翻

司書バ
f
i
d
-

し
た
神
一
盟
(
問
主
口
の
建
設
が
着
々
と
一
に
よ
る
と
大
川
記
応
出
に
よ
る

mEω
一
人
三
糊
麗
人
川
一
一
一
-

J

J

後
一
轍
鶴
町
、
へ
い
い
一
%
舗
盤

し

た

。

あ

が

っ

た

リ

ミ

罫

宝

間

一

九

ふ

監

事

事

引

を

ル

は

い

町

長

w
〓
一
弘
護
婦
燐
都
渋
議
議
議

労
力
型
ど
の
方
法

i昨

日

ふ

一

進

め

ら

れ

て

お

り

、

議

後

の

一

人

二

新

設

、

出

排

水

、

山

林

野

の

開

発

一

九

↑

畿

日

¥

予

感

錨

鱗

鱗

繍

読
ま
す
o

一
日
当
り
の
生
器
は
、
九
九
一
円
か
ら
一
な
ど
の
土
地
華
料
偏
主
、
あ
る
い
一
↑
磯
鵡
小

rkwfmJUK鱗
鱗
機
騒

二
、
一
ニ
九
八
円
と
二
、
四
倍
に
な
る
み
正
ト
ラ
ク
タ
ー
出
入
、
共
同
空
や
一

j

イ
r
¥鱒
一
ム
々

ir--rJY…
J
川
町
三
灘
麟

t

i

と
お
し
で
す
o

一

主

所

の

建

詰

な

ど

の

語

需

と

い

け

ぶ

一

一

VTry-ぷ
鱗

ホ

有

一

以

上

の

結

果

こ

れ

ら

の

去

軌

道

一

に

対

す

る

補

助

、

融

資

一

言

は

あ

わ

一

遍

騒

鞠

:

」

議

会

J
一

一

¥

議

現
在
三
口
U

ト
ラ
ク
タ
ー
が
今
年
の
正
の
れ
ば
民
主
従
事
者
一
人
台
り
の
年
一
せ
て
お
よ
そ
二
億
五
千
万
円
の
巨

E
一

、

徐

鱗

ヘ

ト

蜘

一

τ
J川
J
一
¥
之
繍
織

ー
?
?
日
す
が
、
計
山
一
間
長
所
得
が

2九

万

二

百

円

か

一

の

ぼ

っ

て

い

ま

す

。

一

一

二

一

一

長

樹

、

Jvそ
J
4
%
4

日
時
で
は
昨
年
、
八
一
戸
の
長
一
て
研
究
し

J
に
柑
で
ま
し
た
。
一
を
閉
さ
さ
つ
ブ
℃
く
そ
の
討
む
と
で
は
て
の
ほ
か
の
犬
山
械
を
使
い

2
2
5二十
υ八
百
と
、
二
一
こ
れ
お
主
主
立
派
に

3
一

一

対

い

¥

}

一

一

し

で

¥

?

を

巾

自

任

し

て

い

ま

の

人

王

寺

E
i
-
-主

一
成
、
実

22こ
と
に
な
っ

k
i
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
i望

者
層
の
お
主
え
も
一
護
観
ト
一
一
一
一
山
川

T
iブ

J

h

N

F

均

一

ー

i
i
p
i
l
i
R
H訂
正
芳
力

2
く
大
型
選
一
目
立
首
長
:
い
ん
刈
一

KAki~

一

一

)

を

か

え

て

、

ヘ

吉

の

で

雪

、

泣

を

一

ご

-

一

ば

一

:

干

j
醐

闇

へ

一

二

機

欄

一

一

一

な

事

情

を

十

分

界

さ

れ

、

自

宅

的

統

一

J
r必
J

醐
額
一
仁
川

~i;γ
ト

J
Y誠
一

一

HIVE-」

阿

蔵

で

稲

の

直

ま

き

試

験

一

一

的

に

一

川

丸

ま

っ

て

、

こ

の

計

画

と

一

品

数

jJ4!?7hS

一

室

長

一

一

P
E
E
-
-
一
騒
麟
二
、
一
一
戦
中
在
宅
一
-
一

養
蚕
一
卜
一
一
フ
ケ
タ
ー
た
ど
の
大
型
炉
皆
川
一
川
一
万
葉
景
行
な
う
も
の
で
、
号
一
口
一
山
一
品
る
く
導
J
手
で
は
な
い
で
し
ょ
二
欝
瞬
時
叫
醸
職
一
一
…

r
v
織
広
齢
〈
h

J

量
一
向
に
お
い
て
は
現
代
干
一
目
、
一
つ
一
¥
水
田
に
市
?
を
じ
か
に
ず
/
¥
一

E
十

ア

ー

ル

当

共

通

川

で

と

り

入

一

一

っ

か

。

時

鵬

山

一

仁

川

ば

麟

騨

JL
徽
¥
一
一
λ

い

い

料

購

離

一

ど
う
し
て
入
手
を
は
り
す
(
行
力
)
二
一
た
ん
水
区
オ
き
が
、
先
門
川
比
ち
行
な
一
れ
ー
ま
で
、
二
十
人
殺
か
か
る
と
こ
ろ
を
↑
一
緒
湯
器
調
事
併
殺
弘
潜
彊

4
4令

:;ι
ご

主

主

ノ

弘

之

蒲

議

議

一

と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
稲
の
日
き
は
米
玉
人
役
で
す
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
一

1
1
1、、ミミ、、、
1
5号
、
、
、
足
、
号
、
目
見
、
局
、
号
、
司
、

h
i
t
t
h

一

い
ま
ま
で
各
一
口
ご
と
に
飼
育
し
て
ピ
三
官
y
万
力
を
大
巾
一
行
/
¥
ね
り
い
で
同
一
品
験
は
整
地
、
移
低
減
に
よ
る

m口
一

一

民

税

に

振

り

自

え

に

こ

と

に

よ

る

も

の

一

泊

を

迎

げ

る

た

め

に

負

担

額

を

詞

症

す

一

ト
じ
け
引
引
U
H
一
七
山
下
町
一
日
)
百
世
一
位
九
日
川
県
民
税
を
還
付
一
昨
日
以
訪
町
民
一
る
一
一
弘
前
官
一
言
L

テ
イ
ラ
ー
で
種
モ
ミ
の
直
ま
き
試
験
(
在
日
日
ロ
M
U
R
E
駐
日
減
額
申
請
を
む
忘
れ
な
く
時
計
諸
問
時
計
百
ぽ
九
日
目
前
日
間
一

一

一

ぬ

る

も
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呆
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が
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七
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務
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一

二
試
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す
ん
で
見
山
J

し
、
試
換
の
紙
一
昭
湘
三
十
六
年
先
の
所
得
袖
点
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納
め
一
さ
い
。
一
に
つ
け
て
納
税
義
務
が
な
く
な
っ
た
万
一

ZENは
税
務
課
ま
た
は
各
連
泊
所
に
清
一

一
過
や
相
以
を
見

γり
た
い
も
め
で
す
。
一
た
方
で
昭
和
一
二
十
七
年
分
に
所
得
税
を
一
昭
和
三
十
七
年
度
県
民
税
は
、
従
米
一
に
ー
そ
の
減
税
の
終
判
官
が
な
く
、
山
民
一
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
一

一
一
泊
め
な
か
っ
た
方
ほ
、
も
れ
な
く
市
請
一
よ
り
一
増
加
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
け
は
法
税

ω増
加

分

だ

げ

増

机

と

い

う

か

た

ち

-

一
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一

し

て
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翌

日

日

し

を
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て

下
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に
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っ

て
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税
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を
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。
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l
o
i
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3
!
t
t
i
s
i
l
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v
j
a
i
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一

一
向
日
さ
さ
立
つ
て
の
長
州
で
山
凶
作
何
日
川
訂
は
脅
虫
干
当
が
お
く
れ
る
と
(
二
)
町
民
口
の
管
理
に
つ
い
て
①
熊
問
飼
育
民
家
で
は
、
出
版
状
沼
、
ダ
二
、
ワ
ク
モ
、
ニ
ワ
ト
リ
ヌ
カ
一

物
に
は
相
当
の
彼
3
を
も
た
-
り
し
て
い
十
数
時
間
以
内
に
へ
い
死
す
る
も
の
@
畜
/
古
車
内
内
の
叫
気
が
多
く
、
今
の
観
察
を
間
引
に
す
る
と
と
も
に
予
な
ど
)
は
各
種
の
い
い
以
内
を
媒
介
す
一

ま
す
が
、
家
五
回
に
と
っ
て
も
そ
の
影
叩
一
日
が
多
い
の
で
、
予
防
注
射
の
励
行
に
後
気
温
の
上
川
と
と
も
に
り
病
率
も
防
薬
の
投
勺
、
予
防
注
射
な
い
一
に
よ
る
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か
り
で
な
ぐ

b

生
産
の
低
下
を
よ

一
が
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配
さ
れ
て
い
ま
す
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つ
と
め
る
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。
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な
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で
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円
の
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に
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と
め
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こ
と
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た
め
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芯
剤
を
七

t
十
一

一
こ
れ
ら
家
畜
の
生
産
宿
下
の
防
止
、
⑨
残
食
飼
料
の
防
敗
、
は
つ
酵
に
よ
わ
ら
、
ふ
ん
尿
な
ど
の
処
理
、
排
水
⑧
尽
同
の
手
入
れ
を
川
行
し
、
新
附
日
毎
に
散
布
し
殺
虫
に
つ
と
め
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こ
一
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ど
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て
り
病
し
た
麦
を
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用
す
る
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に
た
青
刈
飼
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や
ぬ
れ
た
一
旦
斜
植
物
の
な
ど
に
記
意
し
て
乾
仰
に
つ
と
め
る
病
を
起
さ
な
い
よ
う
問
息
す
る
こ
と
一
病
害
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
、
伝
一

は
普
通
去
の

ω%程
度
と
し
、
り
病
多
給
は
設
版
症
、
下
町
の
原
悶
と
な
こ
と
。
④
乳
牛
で
は
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雪
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に
よ
る
飼
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給
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が
い
が
あ
る
時
ば
巴
ち
一

し
た
麦
を
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い
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の
で
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す
る
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え
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晴
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に
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与
の
不
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、
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と
の
不
に
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に
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示
一

②
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註
が
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生
す
る
懸
念
も
あ
る
⑤
倒
伏
、
従
長
し
た
飼
料
作
物
は
つ
水
槽
の
乾
仰
を
図
り
、
舎
内
の
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心
足
に
よ
る
一
日
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栄
養
障
害
の
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け
る
こ
と
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件
犬
同
位
て

が
ゐ
所
帯

什
官
田
山
地
区
に
み

農
業
経
営

「
い
ま
の
山
花
パ
~
け
で
は
食
っ
て
い
け
な
い
か
ら
i

:

;
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
な
る

ほ
一
八
一
子
小
尾
ゃ
、
人
な
み
り
土
活
か
で
き
{
悼
い
な
ど
今
の
段
、
川
沿
偵
小
、
は
、
一
木
山
ち
し

4
っ
と
す
乙
一
国

欲
が
わ
か
な
い
の
も
川
以
ぷ
こ
と
℃
し
よ
ろ
c

し
か
し
こ
の
う
ち
に
は
山
(
問
伯
な
ど
い
よ
っ
て
、
で
の
沼
を

打
開
し
ょ
っ
と
立
川
に
努
力
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
日
川
地
区
の
一
例
を
紹
介
し
ま

しょ-つ。

h
v

一

川
崎
方
ト
一

幻
坪
」
一
一
捻
書
記
院
で
司
、
き
た
る
七
里
中
央
や
地
方
の
益
、
書
在
住

口
叱
ご
一
日
現
れ
で
京
市
統
計
調
査
を
行
な
一
立
て
る
一
位
一
控
訴
位
す
る
も
の
で
す
。

引
キ
二
う
こ
と
に
な
り
主
し
た
。
一
ち
か
く
制
百
一
は
が
市
来
所
を
お
訪
ね
し

敬
積
二
こ
の
調
書
、
首
の
す
べ
て
の
市
て
調
査
し
ま
す

J

増
商
工
著
書
、
在
、
事
務
所
、
長
一
皆
さ
ん
の
産
め
る
ご
協
力
不
一
切
に

f

二
神
社
、
旅
館
な
と
)
の
状
況
を
調
査
し
一
お
闘
い
い
た
し
ま
す

民
一
て
い
ろ
い
ろ
な
術
計
表
に
と
り
ま
と
め
一

42 585 

20.454 

22.131 

ロ

;号

」ζ

人

七
月
一
日
、

全
国
い
っ
せ
い
に

大
山
開
市
と
長
浜
町
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
一

肱
川
町
が
共
同
日
じ
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
し
一

尿
処
理
机
訟
は
、
そ
の
建
訣
位
置
ぞ
市
内
五
郎

F

大
谷
地
区
に
決
定
し
て
、
さ
る
ベ
月
一
日
に
起
一

ヱ
誌
を
あ
げ
工
戸
手
進
め
て
一

腐
と
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ヰ

一
円
一
ら
、
そ
の
ん
い
地
一
冗
の
方
々
の

明
グ
翠
反
対
の
怠
志
奉
子
山
Y
わり、

置
児
、
日
伊
生
省
を
は
じ
め
凶
係

立
機
関
と
も
主
主
悩
を
行
な

』
号
じ
、
、
諸
般
の
引
い
日
を
検
討
し

日
」F

t

た
結
果
、
市
内
八
多
有
地
区

劃
の
米
号
県
道
沿
い
に
位
置

多

を

変

更

す

る

こ

と

μ
な
っ
た

八

も

ωで
す
。

町
ur

新
し
く
決
定
し
た
米
津
の

花
田
ザ
現
地
で
は
さ
る
五
月
三
十
日

味
u

に
起
工
式
を
行
な
い
工
事
に

着
手
し
ぎ
し
た
。

ヨ水場
j
E

こ
の
工
事
の
位
置
変
更
に
よ

し
む
っ
て
、
と
く
に
工
事
の
完
成

時
期
、
官
;
況
の
増
大
な
ど

ほ
と
ん
と
て
の
い
〕
轡
な
く
、
本
年
十
一
月
中
旬

に
は
、
計
画
ど
お
り
し
尿
(
俗
学
)
処
理
的
設

の
先
進
地
と
し
て
米
山
処
理
場

ω完
成
を
み
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

J
1
5
E
i
z
i
r
-
-
a
z
-
-



(2) 

ざ
る
四
月
二
十
白
、
他
康
都
市
を
宣
一
児
童
生
徒
と
そ
の
父
兄
お
よ
そ
二
百
数

き
れ
い
に
な
っ
た
城
山
公
園
一
日
れ
れ
ば
ト
品
開
て
れ
同
町
村
諸
日
付

.
‘
一
思
い
思
い
の
計
図
に
よ
っ
て
一
日
の
日
一
周
聞
を
き
れ
い
に
」
と
い
う
わ
け
で
、

一
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
テ
ミ
、
パ
ケ
ッ
、
ヵ
マ
を
手
に
し
て
熱

一
ち
ょ
っ
と
一
日
の
朝
は
当
地
方
に
は
一
心
に
草
や
ゴ
ミ
を
と
る
姿
な
ど
は
、
ぃ

一
め
ず
ら
し
く
霧
が
な
く
、
簿
日
を
あ
び
一
ず
れ
も
他
康
の
日
の
朝
に
ふ
さ
わ
し
い

一
で
す
が
す
が
し
い
空
気
を
胸
一
っ
ぱ
い
一
光
景
で
し
た
。
た
だ
こ
の
ろ
え
は
、
こ

一
に
、
こ
ど
も
た
ち
を
先
頭
に
、
主
扇
、
一
の
催
し
が
こ
の
臼
の
行
事
に
の
み
お
わ

一
お
と
し
よ
り
の
一
回
が
町
は
ず
れ
を
歩
一
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
町
を
き

一
く
姿
、
あ
る
町
内
で
は
、
お
か
あ
さ
ん
一
れ
い
に
す
る
た
め
に
「
よ
ご
さ
な
い
」

か
ら
お
じ
い
さ
ん
ま
で
軒
下
に
勢
ぞ
ろ
一
一
「
よ
ご
さ
せ
な
い
」
方
法
も
考
え
て
み

い
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
、
調
子
こ
そ
あ
っ
一
た
い
も
の
で
す
。

て
い
な
い
が
な
か
な
か
の
は
り
き
り
よ

ぅ
。
ま
た
大
洲
南
中
、
大
州
小
両
校
の

健
康
都
市
づ
く
り
は
じ
ま
る

日1昭和 38年 6月 10 

マ
六
月
一
日
は
と
健
康
の
日

w
ム

マ
朝
の
き
わ
や
か
な
宅
気
を
吹
っ
ム

マ
て
、
体
操
、
清
掃
、
歩
こ
う
運
ム

マ
動
に
参
加
し
た
人
た
ち
は
お
よ
ム

マ
そ
三
千
人
、
健
康
都
市
づ
く
り
ム

マ
は
ま
ず
好
調
な
ス
タ
ー
ト
で
し
ム

マ

た

。

ム

平協

肱川橋を歩くこどもたち

みんなで清掃

躍霊ffま

上

開一
I
B
a
i
l
i
-
-
l
i
l
i
a
-
-
:
E
E
l
-
-

司
曹
-圃

普

通

は

や

る

の

は

細

菌

性

の

赤

痢

で

す。
赤
間
菌
-
L
は
強
弱
が
わ
り
ま
す
が

一ユ才

t六
才
の
小
児
で
と
く
に
症

状
の
は
げ
し
い
も
の
を

'
I
H
-
-

疫
刷
と
仲
ば
れ
ま
す
。
一

誌

は

口

か

り

は

い

一

赤

る
病
気
で
、
患
者
か
保
一

関
者
(
最
近
は
一
肌
状
の
げ
l
H
H

な
い
保
菌
者
が
嬬
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
)
の
ふ
ん
健
か
ら
の
赤
痢

閣
μょ
っ
ザ
汚
染
さ
れ
た
食
物
や
飲

料
水
を
食
べ
た
り
、
飲
ん
戸
序
し
た

人
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
ハ
エ
が
赤

痢
菌
を
体
に
つ
け
て
飛
び
ま
わ
り
ひ

ろ
泊
り
ま
す
。

予
防
法
と
し
て
は
、
①
な
ま
の
も

H
i
I
H
-
-
の
を
食
べ
ぬ
こ

=
と
、

mw野
菜
は

痢

一

望

し

、

⑨

手

一
を
よ
く
洗
っ
て

H
H
H
H
H
H
l
j
食
事
を
し
ま
す

④
暴
飲
暴
食
を
せ
ず
、
⑤
ハ
エ
を
退

治
し
ま
す
。

症
状
は
、
寒
気
が
し
て
強
度
よ
り

初
度
の
発
熱
、
腹
痛
、
下
痢
が
あ
り

最
初
は
普
通
の
下
府
で
す
が
、
の
ち
-

一
大
成
中

穴
取
液
、
血
液
の
一

一
蔵
川
中

ま
じ
っ
た
便
が
一
日
に
十
数
回
あ
り
一

便
を
出
す
と
き
に
、
し
ぶ
り
痛
丹
が
一

号
、
便
が
出
た
あ
と
も
さ
っ
ぱ
り
一
大
成
中
川
面
、
用
車
窓
技
術

せ
ず
、
ま
た
す
ぐ
出
た
て
な
り
ま
す
一
裂
室
長
川
一
中
学
校
長
食
調
理

治
療
訟
と
し
て
は
、
抗
生
物
質
主
室
が
こ
の
ほ
ど
関
係
雪
地
方
民
の
ご

あ
η
ま
す
が
、
最
近
乱
用
さ
れ
た
た
一
協
力
エ
夜
、
さ
る
五
旦
干
日
と
ニ

め
に
菌
の
抵
抗

ω強
い
も
の
が
出
一
十
一
祝
日
に
そ
れ
ぞ
れ
落
成
式
を
あ
げ
ま

て

霊

し

弓

一

し

弓

そ
の
ほ
か
過
労
足
り
よ
い
季
節
一
実
成
果
密
室

で
す
か
ら
十
分
伎
肢
に
気
を
つ
け
ら
一
建
築
延
面
積
一
一
五
、
五
平
方
メ

れ
て
も
し
て
で
も
奥
憶
が
あ
れ
一

l
ト
ル
(
一
一
一
章
)

一
総
工
費
約
百
四
十
六
万
余
円

ば
同
十
く
最
寄
り
の
一

一
工
事
側
行
者
大
川
建
築
(
小
山
国

先
生
に
相
談
す
る
一

一

友

)

よ
う
に
い
た
し
ま
一

f

、
川
。
一
@
戚
川
中
技
術
斜
室

一
建
築
延
荷
積
二
五
、
五
平
方
メ

一

l
ト
ル
(
三
五
坪
)

(
大
州
病
院
内
税
一
総
工
費
約
百
四
十
五
万
余
円

部

長

)

一

工

事

施

行

者

大

隅

護

実

現

一

一

)

一
的
威
川
小
中
給
食
調
理
室

一
建
築
延
面
積
五
六
、
一
平
方
メ
1

司
司
刊
司

J

引
刻
一
顔

(城山で)下

一
農
事
メ
モ
一

長
雨
に
よ
り
麦
、
な
た
ね
を
は

じ
め
、
そ
菜
果
樹
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
、
養
蚕
な
ど
の
被
害

も
す
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

市
で
は
こ
れ
ら
の
被
害
対
策
を

た
て
各
方
面
に
は
た
ら
き
か
け
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
天
災
に

対
し
て
、
そ
の
被
害
を
最
少
限
に

く
い
と
め
る
の
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
農
家
ご
自
身
の
適
切
な
健
術

的
対
策
と
ご
努
力
で
す
。
豪
雪
に

つ
づ
く
長
雨
で
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
農
作
物
に
対
し
て
次
の
こ

と
が
や
り
に
と
く
に
注
意
さ
れ
る
よ

-
つ
望
ん
で
い
ま
す
。
。

一
、
麦
ゃ
な
た
ね
の
病
害
が
多
い

の
で
排
水
に
つ
と
め
る
。
ま
た

収
獲
に
あ
た
っ
て
は
、
共
同
作

業
で
短
面
倒
聞
に
す
ま
せ
る
よ
う

っ
と
め
、
乾
燥
機
を
一
最
大
に
活

用
す
る
。

ニ
、
水
町
間
苗
が
や
わ
ら
か
く
生

長
し
て
い
る
の
で
イ
モ
チ
病
、

ウ
ン
カ
な
ど
が
大
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
に
は
水
銀
粉
剤
五
百

倍
液
、
ブ
ラ
エ
ス
M
剤
、
マ
ラ

ソ
ン
剤
が
よ
く
き
く
。
こ
の
場

合
苗
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
い

る
の
で

D
C
P尿
索
、

M

C

P

C

A
な
ど
の
除
草
剤
は
薬

害
が
で
ま
す
か
ら
使
用
し
な
い

よ
う
に
。

一
ニ
、
野
菜
の
茎
や
葉
が
土
に
つ
い

て
い
る
と
き
は
、
は
な
し
て
や

り
、
ま
た
土
の
は
ね
上
り
を
防

ぐ
た
め
歎
わ
国

p
g
9る。

四
、
病
害
が
多
く
な
る
の
で
薬
剤

に
よ
る
防
除
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

五
、
ハ
ウ
ス
、
ト
ン
ネ
ル
は
雨
が

や
み
し
だ
い
習
を
あ
け
て
温
度

を
調
節
す
る
。

六
、
梢
や
桃
も
雨
に
弱
く
病
害
に

侵
さ
れ
易
い
の
で
注
意
す
る
。

柿
の
タ
ン
ソ
病
に
は
ダ
イ
セ
ン

千
一
倍
密
乞
、
桃
の
ゾ
l
ピ
虫
に

は

D
n
T水
和
剤
五
車
伯
一
一
仰

を
散
布
す
る
。
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害
を
ま
ね
く
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
及
一
更
生
相
談
を
必
要
と
す
る
も
の
。
一
ま
た
こ
の
際
保
険
料
の
前
納
割
引
制

び
満
十
八
才
以
上
の
身
保
障
一
害
者
で
一
@
受
診
費
用
一
度
や
団
体
割
引
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

あ
っ
て
、
(
イ
)
医
療
措
置
を
必
要
一
受
診
話
清
(
診
察
料
及
び
レ
ン
ト
ゲ
一
も
保
険
料
が
安
く
な
り
、
た
い
へ
ん
有

と
す
る
も
の
、
(
ロ
)
補
装
具
を
必
一
ン
撮
影
、
医
療
ま
た
は
身
体
障
害
者
一
利
で
保
険
料
を
か
け
や
す
く
す
る
も
の

要
と
す
る
も
の
ま
た
は
装
用
中
の
補
一
手
帳
な
ど
申
請
の
た
め
の
診
断
書
料
一
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

装
具
の
修
理
を
必
要
と
す
る
も
の
、
一
)
は
無
料
で
す
。
と
は
大
洲
郵
宮
岡
の
保
険
課
へ
お
尋
ね

(

ハ

)

生

活

、

職

業

な

ど

に

つ

い

て

下

さ

い

。

身
体
障

害
者
の

巡
回
検
診
な
ど
実
施

七
月
十
七
日
・
大
洲
保
健
所
で

身
沫
堕
見
室
及
び
身
体
障
害
者
の
一
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
大
洲
市

福
祉
増
進
を
は
か
る
た
め
に
、
毎
盈
美
一
福
祉
事
務
所
(
市
役
所
内
)
か
、
各
連

施
さ
れ
て
い
る
巡
画
検
診
、
療
脊
指
導
一
絡
所
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。
と
く
に
先

更
生
柑
談
が
今
年
も
七
月
十
七
日
に
大
一
天
性
股
岡
山
即
脱
臼
や
脊
髄
也
小
川
見
臥

洲
保
健
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
一
痔
疾
患
は
早
く
治
娠
し
な
け
れ
ば
セ

年
々
多
大
の
効
果
を
お
さ
め
て
い
る
一
の
効
果
は
期
待
で
主
難
い
も

ωで
す
か

こ
の
巡
面
検
診
は
、
次
の
要
両
閣
で
身
体
一
ら
、
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
も
ぜ
ひ
こ
の

障
害
児
童

ω障
害
の
治
療
軽
減
を
は
か
一
機
会
を
利
用
し
て
検
診
を
受
げ
り
れ
る

る
た
め
、
適
切
な
療
育
指
導
を
行
な
い
一
ょ
う
お
す
、
め
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他

身
体
障
害
者
に
対
し
て
は
医
学
的
、
心
一
こ
の
巡
回
検
診
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
が

理
的
、
職
能
的
診
断
を
行
な
う
と
と
も
一
あ
れ
ば
福
祉
事
務
所
へ
お
問
合
せ
-
工
口

に
、
あ
わ
せ
て
更
生
相
談
も
い
た
し
ま
一
い
。

技
術
科
室
な
ど
落
成

。
受
診
対
象
者

満
十
八
主
木
満
の
児
童
で
身
体
に
障

害
の
あ
る
も
の
、
も
し
く
は
機
能
障

1に

…

健

一

一

康

一

梅
雨
と
な
り
申

tた
。
一
年
中
で

一
番
伝
染
病
が
多
い
季
節
で
す
。
皆

さ
ん
斗
主
自
分
促
成
に
気
を
つ
け
て
働

き
ま
し
ょ
申
っ
。

伝
1
1婦
の
っ
ち
で
も
赤
一
刷
、
は
、
当

地
方
に
も
よ
く
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、

赤
痢
ば
赤
痢
凶

μ
よ
る
犬
腸
の
炎
症

で
す
。
赤
山
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
ア

メ
ー
バ
に
よ
る
も
の
お
あ
り
ま
す
が

号

。

8 8 方ア

。
¥'10 

も

励

行

手

洗

フ

ÌJ~ 

‘， 10 

¥， 10 

つ

ト
ル
(
一
七
坪
)

百
十
一
万
余
円

工
事
施
行
者

大
問
建
設

総
工
費

大
成
中
(
上
)
と
蔵
川
中
(
下
)
の
技
術
科
室

で

く

ら

す

配電線にご注意

11事前に四国電力へご相談も l

最
近
、
家
十
修
航
さ
れ
る
場
合
は
、
害
訴
線
に
一
-
之
さ
む
む

J
3
z
t
j

屋
建
築
、
笠
注
意
し
て
作
義
を
振
り
ま
わ
し
た
一
丸
山
ぷ
そ
主
断
J11

票
日
立
つ
一
と
き
に
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
一
分

2
1
r刻
週
理

て
増
加
し
て
一
と
か
、
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接
重
工

F
J
4
J
h刈
句
"
訂
正
な

い
ま
す
の
で
一
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
危
険
で
す
-
か
一
圏
つ
ゆ
時
の
失
鉱
話
す
献
立
を
考
え

四
国
電
力
で
一
宍
工
事
費
一
宇
前
に
四
国
電
力
へ
ご
一
る
か
た
わ
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
の
不
足
を
補

は
配
電
線
附
一
相
談
下
さ
い
。
一
い
ま
し
ょ
う
。
い
ま
出
回
る
翠
采
の
一

近
で
の
宜
主
二
、
家
屋
修
繕
な
ど
で
屋
内
配
線
の
移
一
つ
に
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

に
対
し
、
感
一
動
、
徹
去
が
必
要
な
場
合
は
、
事
前
一
ど
も
に
喜
ば
れ
る
一
旦
ご
飯
を
た
い
た
り

電
や
停
電
事
一
に
四
国
電
力
か
電
気
工
事
者
へ
ご
相
一
泊
場
け
の
刻
ん
だ
も
の
を
昧
つ
け
し
て

放

を

防

ぐ

た

一

談

下

さ

い

。

一

ま

ぜ

件

計

J

し
て
栄
養
本
位
に
考
え
ま
す

め
、
次
の
よ
三
、
作
業
中
に
付
習
電
線
に
触
れ
な
一
な
お
、
細
菌
の
は
び
こ
る
時
期
で
す

う
に
市
民
の
一
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
か
え
食
物
の
腐
敗
と
里
高
に
は
十
分

皆
さ
ん
や
建
一
以
上
の
三
点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
一
注
意
レ
ま
し
ょ
う
。

詩
集
者
の
定
協
力
さ
れ
る
よ
っ
市
か
ら
重
量
買
特
に
感
事
故
)
一
食
べ
も
の
の
腐
敗
は
、
細
菌
が
ふ
え

望
ん
で
い
ま
す
。
一
に
よ
る
市
民
の
犠
事
官
出
さ
な
い
よ
う
一
る
の
に
適
し
た
湿
気
と
、
混
度
(
お
度

一
、
電
気
の
線
附
近
で
家
屋
を
新
築
-
一
協
力
し
ま
し
ょ
っ
。
一

I
的
制
度
)
が
た
も
た
れ
る
こ
と
と
、
細

一
菌
の
栄
養
に
事
む
も
の
が
あ
る
こ
と
が

簡

易

保

険

料

の

一

条

件

で

す

。

図

っ

た

こ

と

に

六

月

は

こて
っ
し
た
条
件
が
季
節
的
に
あ
て
は
ま
る

払

い

込

み

は

遅

石

で

す

。

「

も

っ

た

い

な

い

か

色

と

一
残
り
も
の
を
食
べ
な
い
よ
う
に
し
、
共

れ

な

い

よ

う

に

一

同

炊

事

の

官

、

特

に

新

鮮

な

材

料

を

一
使
い
ま
し
ょ
う
。

簡
易
保
険
の
保
険
料
は
月
掛
け
が
た
一
る
月
」
と
し
て
、
お
く
れ
な
い
よ
う
に
一
圏
つ
ゆ
で
し
め
っ
ぽ
い
た
た
み
は
ク
レ

て
ま
え
で
す
が
、
現
在
四
千
六
百
万
と
一
保
険
料
を
払
い
込
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
一
ゾ
i
ル
せ
っ
け
ん
液
か
逆
性
せ
っ
け
ん

い
う
た
く
さ
ん
の
費
約
の
な
か
に
は
、
一
加
入
者

ω皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
お
り
一
液
で
ふ
さ
、
晴
れ
間
に
は
窓
も
伺
し
入

保
険
料
の
払
い
こ
み
が
月
お
く
れ
と
な
一
ま
す
。
一
れ
も
開
げ
放
っ
て
風
を
通
し
ま
す
。
台

っ
て
い
る
も
の
も
梱
当
あ
り
ず
す
。
そ
一
ち
ょ
う
ど
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
一
所
の
戸
だ
な
は
熱
川
で
ふ
く
な
ど
、
す

し
て
そ
の
た
め
に
せ
っ
か
く
不
時
{
備
一
は
ボ
ー
ナ
ス
や
.
農
作
物
代
金
な
ど
、
一
べ
て
を
清
潔
分
一
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

え
と
し
て
加
入
し
て
ハ
た
だ
い
た
筒
弘
一
ま
主
ま
っ
た
お
金
が
入
る
時
期
で
も
あ
一
た
雨
ど
い
に
散
っ
た
木
の
葉
を
と
り
除

保
険
か
効
力
を
失
な
っ
て
し
ま
う
と
い
一
り
ま
す
の
二
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
保
一
い
た
り
、
庭
に
排
水
路
を
作
っ
た
り
、

-
-
つ
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
一
険
料
の
お
く
れ
を
と
り
も
ど
し
て
お
け
一
家
の
周
囲
の
ぬ
か
る
み
に
石
炭
ガ
ラ
を

一
そ
こ
勺
郵
悟
同
で
は
六
月
中
を
ー
保
一
ば
、
あ
と
あ
と
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
一
ま
い
た
り
す
る
こ
と
は
つ
ゅ
の
晴
れ
間

一
険
料
の
月
お
く
れ
払
い
込
ん
を
な
く
す
-
ょ
う
。
一
の
仕
事
で
す
。


